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研究成果の概要（和文）：本研究は、世界人権宣言を基礎とする国際人権法が世界を貫く暴力原理に対抗する法
体系として普遍性を有するかを問い直すことを目的とした。その手段として現象学との接合を図り、客観主義的
な国際法学の普遍性認識を問い直し、国際法律家の主観的かつ相対的な意識（志向性）が生活世界の地盤を経由
する方途を解き明かした。この現象学的国際法の理論枠組を応用し、移民・難民の権利、先住民族の権利、新型
コロナウイルス感染症（COVID-19）と人権、人種差別、ロシア・ウクライナ危機などの様々な具体的問題に取り
組んだ。その成果は、国内外学会での口頭報告、全国規模の学会雑誌、査読つき国際雑誌、編著への寄稿などに
結びついた。

研究成果の概要（英文）：This research reassesses the universality of the international human rights 
law, based on the Universal Declaration of Human Rights, as a legal system that counters the 
pervasive violence in the world. As a means to achieve this, it sought to combine phenomenology and 
challenge the objectivist understanding of international law, shedding light on how the subjective 
and relative consciousness (intentionality) of international lawyers permeates the lifeworld. By 
applying the theoretical framework, this research addressed various specific issues such as the 
rights of immigrants and refugees, the rights of indigenous peoples, the relationship between 
COVID-19 and human rights, racial discrimination, and the Russia-Ukraine crisis. The outcomes of 
this research were presented orally at domestic and international conferences, published in national
 academic journals, peer-reviewed international journals, and contributed to edited volumes.

研究分野： 国際法
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、国際法学において従来検討されてこなかった現象学の知見を導入することで、国際法律
家が人間として持ち合わせる生活世界の諸要素（意識・身体・感情など）を俎上に載せたことにある。第三者視
点から理念的に説明しようとする伝統的な枠組では、これらの主観的かつ相対的な要素を捨象して眼前の社会的
危機（難民、感染症、戦争など）を説明しようとすることで、人間的生の現実とは乖離した説明に陥りがちであ
った。これに対して、本研究の現象学的視角は、それらの危機において被害を受ける人間的生を一人称視点から
把握することで、真の意味で国際（人権）法学を実証的学問へと鍛え上げる道筋を提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
本研究は、世界人権宣言を基礎とする「国際人権法が世界を貫く暴力原理に対抗する法体系と

して普遍性を有するか」を問い直すことを出発点とした。これまで形而上学的な個人像を措定す
る普遍主義とそれに対抗する相対主義の相克が繰り返されてきたが、ともに暴力原理を抑え込
む普遍性を確立するに至っていない。一方では、世界人権宣言が措定している「理性と良心を備
えた差別なき個人」像には、近代西洋の啓蒙主義において認識の絶対的起点とされてきた理性が
ある。その世界観は客観的な理性の名の下に、非理性的とみなしたものを恣意的に判別する独
断論を強要することにつながり、世界を貫く暴力原理に対抗するどころかそれを助長さえする。
実際に、上記のような国際人権法の文脈における普遍主義は、西洋の内外から様々なバリエーシ
ョンを持つ相対主義による批判に晒されてきた。しかし、相対主義は国際人権法の文脈における
普遍主義が隠し持つ政治性を暴き出すことに成功したが、結局のところ普遍的な国際人権法の
存在・認識・言語化の不可能性を唱えることに帰着し、その主張は主観的かつ相対的な妥当性に
留まっている。 
 
２．研究の目的 
 
そこで本研究は、国際人権法の普遍性が客観性と主観性の両者によって支えられるという「間

主観的確信」が成立する条件を解明することで、様々な理説の対立を調停しつつ普遍性を創出す
る新たな認識枠組を構築することを目指した。 
このような認識問題に関するメタ理論を構築することで、信念対立を解消させるための土壌

を醸成することが可能となり、世界を貫く暴力原理の抑制に向けた未踏の道筋に光が当てられ
ることになる。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、国際法学では従来検討されてこなかった現象学との接合を図った。具体的には、国

際法が事実として「存在する」客観的物質というわけではなく、生活世界の地盤を経由して「構
成する」国際法律家の主観的かつ相対的な意識（志向性）に密接に関わるという点を明らかにす
るために、現象学的還元と呼ばれる手法を国際法学に導入した。 
このように生活世界を経ることで、国際法（学）が①理性的かつ能動的な営みである言語的コ

ミュニケーション（間主観性）によって成立するだけでなく、むしろその前提として、②感性的
かつ受動的な営みである前言語的＝身体的コミュニケーション（間身体性）が作用していること
が判明する。さらに、このようなコミュニケーションは、共時的な共同体だけでなく、それを超
えて③歴史や伝統の連鎖によって通時的な世代性の位相に支えられていることも分かる。 
このように本研究では、①静態的（static）現象学、②発生的（genetic）現象学、③世代的

（generative）現象学の三層構造を踏まえつつ、国際（人権）法（学）における信念対立の解消
に向けた新たな理論枠組を提示した。 
 
４．研究成果 
 
最初の成果として、本研究が方法論として掲げる現象学につき、客観主義的な国際法学の普遍

性認識を問い直し、国際法律家の主観的かつ相対的な意識（志向性）が生活世界の地 盤を経由
する方途を解き明かした（論文：国際法『学の危機と超越論的現象学』）。 
この方法論を法源論に当てはめて、伝統的な国際法形成のあり方を問い直すボトムアップの

逆推論過程を示し、これまで構造的に締め出されてきた多種多様な要素を国際立法に包摂し直
す可能性も切り開いた（論文：「慣習国際法と強行 規範に関する国際法委員会「結論」）。 
また、国際法律家の能動的志向性より以前に働いている受動的志向性（間身体性）を捉え、身

体や欲望・感情が国際法の形成や実施に与える影響についても考察した（論文（公表予定）：The 
Phenomenological Embodiment of International Lawyers）。 
さらに、本課題が国際法と現象学を架橋するうえで重要な参照点となった書籍の翻訳と評釈

も刊行した（ジャン・ダスプルモン『信念体系としての国際法』、「訳者解説：鏡の間に生きる国
際法律家――共約不可能な他者との会話に向けて」）。 

 
 これらの理論的検討に加えて、実践的な社会問題群にも本理論枠組を応用した。 
 2020 年から続く新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に関しては、「人間的生」を全般

的に問い直す現象学的枠組を通じて、国際人権法における生命権 が、物理的な生命の喪失
から、存在論的な人間的生のあり方へと転じていくべきだと論じた（論文：「感染症対策の
生政治（Bios）に抗する「尊厳ある生への権利」― ―免疫（Immunitas）から共同体



（Communitas）へ」）。  
 出入国在留管理問題については、移民や難民に対して壁を構築するグローバルノース諸国

の「信念体系」を暴露し、グローバルサウスの視点から移民や難民の人間的生それ自体から
「脱学習」するための視点を示した（論文：「マクリーン判例を支える信念体系――コロナ後
の出入国在留制度に向けた脱学習」）。  

 普遍的な機関である国際人権理事会の機能については、特別手続が多様な方法を編み出し
てきたことで、世界生活での具体的な経験に根ざした実践知（フロネーシス）を体現してい
ると論じた（論文（公表予定）：「国連人権理事会の特別手続――生きられた経験を照らす至
宝」）。  

 日本国憲法との関係では、すべての実践のための地盤である生活世界に国際人権法／憲法
の言説を復帰させるため、自律的個人を中心として体系を構築する 主流の言説ではなく、
そこから零れ落ちてきた他者を掬い上げる支流に光を当てた（公表予定：「世界人権宣言と
日本国憲法――『身近で小さな場所』から始まる人権と責任」）。 

 ロシア・ウクライナ危機に直面して、おもに西側諸国が提唱する「ルールに基づく国際秩
序」国際法言説を後退的に分析しながら、それぞれの言説を支える信念を読み解き、その対
立の構造を明らかにした（論文：訳者補遺 ロシア・ウクライナ危機における国際法言説――
『ルールに基づく国際秩序』の擁護・批判・改革」）  
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